
活動団体名︓⻄表島農業⻘年クラブ
活動地域 ︓沖縄県の⻄表島

活動におけるテーマ・キャッチコピー
⻄表島まるっと堆肥化計画

令和3年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む

キックオフミーティング 発表資料
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活動団体紹介

 ⻄表島農業⻘年クラブは⻄表島の45歳以下の農業者で組織する団体
 若い農業者によるプロジェクト発表⼤会に置いて設⽴6年⽬だが

沖縄県⻘年農業者会議 プロジェクト発表の部 1位を2回
九州・沖縄地区⻘年農業者会議 プロジェクト発表の部 1位を1回・2位を1回
全国⻘年農業者会議 プロジェクト発表の部 3位を1回と、⻄表島という離島

での農業の在り⽅や、マンゴーの積算温度での管理⽅法の確⽴の取組が外部から
も⾼い評価を得ている。

 ⻄表島は令和3年度に世界⾃然遺産に登録される⾒通し
 離島と⾔われる⽯垣島のさらに離島にある島で輸送費がとにかく⾼い

250,000の機械を買っても送料が
170,000円かかる。

 作物は⽔稲、畜産、
パイン、マンゴー、サトウキビ
ジャガイモ等



ありたい地域の未来
⻄表島内で資源が循環し、地産地消が実現しさらに島全体が「有機栽培の島」というブランドを作りたい

課題（地域の課題、ありたい未来を達成するための障害など）
・農薬や化学肥料による「⽣物多様性」への影響
・島外への農作物の出荷や島内への機材の仕⼊れ等にかかる⾼いコスト
・堆肥化、農産物の加⼯、貯蔵等の施設の未整備
・⽜の糞尿の未処理

資源（活⽤できる地域資源、必要な資源、地域外の資源など）

⽜糞、籾殻、⽶ぬか、稲わら、バカス、ハガラ、野菜やフルーツ残渣
取組（ありたい未来達成に必要な取組、現在想定している事業のタネ）

1. お⽶が島外のJAに⾏くため、島内で籾摺りや精⽶を⾏う。籾殻を⽜農家の敷草として
使い、そこにバカスを混ぜて堆肥化し、その堆肥を使って稲を作り、そのもみ殻が⽜農
家に循環する仕組みを作り上げる。

2. 農業廃棄物による堆肥の他の作物での活⽤も進めていく。
3. 循環型や環境配慮型の農業によるイリオモテヤマネコなどの野⽣動物に優しい農業産

品のブランド化により付加価値をつけ、島内の学校給⾷やホテルでの地産地消や島外の
消費者の購⼊を促進する。

成果（取組によって出したい成果）
資源が循環し、地産地消が促進され、それが観光資源になり、また島⺠の健康の維持にも繋がり、環境
への負荷も減らし、「⽣物多様性」を維持していく。

ありたい地域の未来を実現するために何をするか
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⽬指す″地域プラットフォーム“のイメージ

環境整備を通して構築する“地域プラットフォーム”のイメージ

現時点での体制

それぞれの機関が独⽴していて連携が取れていない

西表島農業
青年クラブ

竹富町役場
産業振興課

その他農家稲作農家 環境省西表自然保
護官事務所

畜産農家

環境省西表自然
保護官事務所

西表島農業青
年クラブ
（事業主体）

竹富町役場

稲作農家 畜産農家
地域コンソーシアムの形成に
向けた検討や取組の実施

その他の農家
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4⽉ 5⽉ ６⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ 2⽉ 3⽉

事業全体の予定

ステークホルダー
の組織化に向けた

話し合い

第1回⽬
の会合

第2回⽬
の会合

第3回⽬
の会合

第4回⽬
の会合

専⾨家の講演や先
進事例の視察

専⾨家
の講演

先進事
例の視
察

実施計画の作成

各農家や農業者団
体、組合への総会
や会合の場に出向
いての、直接の交
渉や説明、調整。

協定締結（活動予算執⾏開始）
◆キックオフミーティング ◆成果報告会現地意⾒交換会

◆中間報告書提出期限 ◆活動団体成果報告書提出

◆中間報告会

年間スケジュール（参考資料）

時間やタイミングを見つけ適宜働きかけていく（最重要）

実施計画の作成


